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｢

女
性
が
創
り
だ
す
安
全
な
世

界｣

を
テ
ー
マ
と
す
る
世
界
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
／
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
合
同
祈
祷

週
の
５
日
目
の
焦
点
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
だ
。
性

暴
力
や
差
別
を
な
く
す
に
は
、

Ｙ
Ｍ
／
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
よ
う
に
、

出
会
い
と
知
・
心
・
命
を
つ
な
い
で
い
く
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
だ
。

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
支
援
を
受
け
て
育
て
ら
れ
た
ポ
ー
ポ
キ
・

ピ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
ね
こ
の
ポ
ー
ポ
キ
と

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
通
し
て
知
・
心
・
命
を

発
見
し
共
有
す
る
。
想
像
で
き
な
い
平
和
は
つ

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る
た
め
、
豊
か

な
感
性
や
想
像
力
、
表
現
力
を
延
ば
そ
う
と
す

る
。
五
感
や
全
身
を
使
っ
て
平
和
を
感
じ
、
想

像
し
、
行
動
に
移
す
。
ま
た
、

共
感
も
好
奇
心
も
知
識
も
必
要

だ
。｢

平
和
っ
て
、
な
に
色
？｣

と
感
性
を
引
き
出
す
ポ
ー
ポ
キ

は
、
同
時
に
戦
争
等
の
色
や
味

も
問
う
。
身
体
の
記
憶
を
共
有
す
る
こ
と
で
共

感
や
好
奇
心
が
生
ま
れ
、
知
識
や
想
像
へ
と
つ

な
が
る
の
だ
。
ポ
ー
ポ
キ
が
目
指
す
平
和
に
は

軍
事
基
地
も
性
暴
力
も
人
権
侵
害
も
存
在
し
な

い
が
、
な
く
す
に
は
そ
れ
ら
の
実
態
を
知
る
こ

と
が
大
事
だ
。
そ
こ
で
先
日
、
戦
時
中
に
16
ヶ

所
も
の
日
本
軍｢

慰
安｣

所
が
あ
っ
た
宮
古
島

へ
、
か
つ
て
日
本
軍
の
基
地
が
あ
っ
た
場
所
に

隣
接
し
て
い
る
「
ア
リ
ラ
ン
の
碑
」
を
見
に
出

か
け
た
。
平
和
へ
の
希
望
が
12
ヶ
国
語
で
刻
ま

れ
て
い
る
慰
霊
碑
は
、
当
時
、｢

慰
安
婦｣

た

ち
が
井
戸
に
行
く
途
中
で
休
ん
で
い
た
場
所
に

建
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
対
照
的
に
日
本
軍
基
地

の
跡
に
現
在
、
自
衛
隊
基
地
が
あ
る
。
ま
た
、

空
襲
や
餓
死
等
の
た
め
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た｢

南
静
園｣

と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

収
容
所
で
退
所
者
の
話
を
聞
い
た
。
無
知
や
恐

怖
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
凄
ま
じ
い
現
実
。

65
年
経
っ
た
今
も
、「
慰
安
婦
」
や｢

患
者｣

に

対
す
る
む
き
出
し
の
暴
力
は
、
偏
見
や
差
別
と

い
う
形
で
な
お
続
い
て
い
る
。
宮
古
島
で
暴
力

や
差
別
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
当
事
者
や

支
援
者
と
一
緒
に
夕
日
を
眺
め
、
お
い
し
い
物

を
食
べ
、
新
た
な
知
・
心
・
命
を
共
有
し
た
。

ポ
ー
ポ
キ
の
平
和
の
パ
レ
ッ
ト
に｢

宮
古
色｣

と
い
う
新
た
な
色
が
加
わ
っ

た
。
喜
び
も
悲
し
み
も
仲
間
へ

伝
え
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
も
つ
な

ぐ
。
み
ん
な
で
宮
古
色
を
使
っ

て
新
た
な
平
和
を
描
こ
う
。

（
ロ
ニ
ー
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
）

◆特別イベント
新春ＹＹフォーラム 2011年１月８日（土） 神戸ＹＭＣＡ三宮会館
国際姉妹会議 2011年５月７日（土） 神戸ＹＭＣＡ三宮会館
創立記念日礼拝と式典 2011年５月８日（日） 神戸ＹＭＣＡ三宮会館
記念ハンドベルコンサート 2011年５月14日（土） 日本キリスト教団神戸栄光教会
記念講演とシンポジウム 2011年９月10日（土） 日本キリスト教団神戸教会
記念音楽イベント 2012年１月７日（土） 神戸ＹＭＣＡ三宮会館（予定）

◆記念グッズ
記念ポロシャツ：S･M･L･LL　各2,000円（税込） ウエルネスセンター三宮・学園都市、西神戸ブランチ、西宮ブランチにて販売中記念バッジ：200円（税込）
記念パンフレット：2011年１月から希望者に無料配布。
記念Tシャツ：2011年から販売予定。

いよいよ神戸ＹＭＣＡ　創立125周年！いよよい 戸ＹＭＣＡ　創立125周年5周年周年！！
　神戸ＹＭＣＡは2011年５月８日、創立125周年を迎えます。そして、１月８日の新春ＹＹフォーラムをキックオフイベントとし、神戸Ｙ
ＭＣＡ創立125周年記念事業を進めようとしています。この事業を支えるための協賛を賜わりますと共に、積極的に事業への参加をお願い
いたします。くわしくは、神戸ＹＭＣＡホームページ（http://www.kobeymca.or.jp/）から、創立125周年ロゴマークをクリック！

2011年１月８日（土）　13:00 ～ 18:00
神戸ＹＭＣＡ三宮本館（参加費無料）

新春ＹＹフォーラム＝神戸ＹＭＣＡ
創立125周年記念行事のキックオフ!神

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
長

武
田
寿
子

総
主
事

水
野
雄
二

皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

１
８
８
６
年
（
明
治
19

年
）
に
創
立
さ
れ
た
神

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
今
年

１
２
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

信
仰
と
希
望
に
燃
え
た
青

年
の
結
合
を
求
め
た
運
動

の
開
始
か
ら
１
２
５
年
の

長
き
を
数
え
ま
し
た
。
今

は
そ
れ
を
記
念
し
た
行

を
通
し
て
、
過
去
を
振

返
り
つ
つ
未
来
を
望
む

味
あ
る
年
と
し
た
い
と

い
ま
す
。

世
界
に
お
い
て
も
、
ま

日
本
国
内
に
お
い
て
も

時
代
は
混
沌
と
し
、
政
治

経
済
の
混
乱
は
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
も
影
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
青
少
年
が

抱
え
る
課
題
も
減
る
こ
と

な
く
、
ま
た
新
し
い
問
題

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
多
く
の

子
ど
も
と
若
者
が
集
い
、

そ
の
「
い
の
ち
」
を
光
り

輝
か
せ
て
い
ま
す
が
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
更
な
る

多
く
の
青
少
年
が
参
加
し
、

そ
の
「
い
の
ち
」
の
輝
き

を
増
し
加
え
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

多
く
の
市
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
そ
の
活
動
を
支

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

こ
の
数
年
、
神
戸
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
働
き
も
兵
庫
県
や

神
戸
市
、
西
宮
市
な
ど
公

共
施
設
の
運
営
に
広
が
り
、

益
々
、
地
域
に
密
着
し
た

働
き
が
強
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

共
に
集
う
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し

て
、
こ
の
新
し
い
年
も
着

実
な
歩
み
を
進
め
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
参
加

と
ご
支
援
、
ま
た
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

迎 春 神戸ＹＭＣＡ
年間聖句

主を待ち望め。雄々しくあれ、　　
　心を強くせよ。（詩編27編14節）

神戸ＹＭＣＡの125年の歴史と未来を、
みなさんのイメージでアートとして表現します。
初上映の記念ＤＶＤもご期待ください。

　【お申込・お問い合わせ】
神戸ＹＭＣＡウエルネス三宮

　TEL：(078)241-7202　FAX：(078)231-1031
E-mail：info@kobeymca.or.jp

グループセッション（神戸ＹＭＣＡをアートで表現！）
ワイズメンズクラブ、ユースボランティア、クラブ活動紹介

125周年記念DVD上映、キャンプソング、他
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【
寄
付
金
】

【
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
１
２
５
周
年
協
賛
金
】

感　

謝

松
田
健
之
介
、
塚
本
哲
夫
、
山
根　

泉
、
大
石
恵
理
子
、
大
林
冨

雄
、
井
上
喜
弘
、
川
島
香
里
、
新
野
幸
次
郎
、
井
出　

浩
、
井
出

富
光
子
、
宝
塚
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
神
戸
西
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
小
野
昌
二
・
里
佳
、
平
野
寛
子
、
森
垣　

驍
、
森
垣
眞

理
子
、
大
平
悦
子
、
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
オ
リ
ン
ピ
ア
兵
庫
、

大
石
晋
市
、
村
田
明
男
、
柿
沼
恵
子
、
青
柳
美
知
子
、
株
式
会

社
シ
ミ
ズ
テ
ッ
ク
、
京
極
美
栄
子
、
山
本
洋
子
、
中
川
勝
巳
、
神

戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
少
年
部
リ
ー
ダ
ー
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
、
草
地
と
し
子
、
藤

原
百
合
子
、
藤
原
明
司
郎
、
進
藤
啓
介
、
今
小
路
憲
人
、
宮
出
真

理
、
熊
谷
親
啓
、
野
口
善
國
、
坂
本
孝
司
、
廣
瀬
充
子
、
芦
屋
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
井
上
真
二
、
濱
瀬
真
知
子
、
山
口　

徹
、

桑
野
友
子
、
万
本
敬
一
、
神
戸
Ｙ
ワ
イ
ブ
ス
会
、
曽
和
保
雄
、
三

嶋
慶
子
、
青
木
麻
実
、
ネ
ク
ス
ト
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
有
志
、
前
田

　

隆
、
山
本
大
輔
、
西
田　

勉
、
田
中
雅
代
、
須
磨
セ
ン
タ
ー
社

交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、
秀
平
悠
磨
、
宮
田
泰
子
、
河
合
睦
文
・
純

子
、
佃　

治
子
、
藤
井
久
子
、
香
川
弘
光
・
幸
子
、
神
戸
ワ
イ
ズ

メ
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

武
田
寿
子
、
清
水
泰
人
、
江
原
伯
陽
、
ギ
デ
オ
ン
協
会
、
金　

徳

化
、
本
城
智
子
、
本
城
和
夫
、
伊
地
知
圭
子 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
10
／
５
〜
12
／
３
確
認
分
）

　神戸キリスト教青年会（神戸ＹＭＣＡ）常議員会（第３回。10 ／ 29）に
おいて、「神戸ＹＭＣＡネクストビジョン」が答申されました。昨年６月に
常議員会の下に設置されたネクストビジョン委員会（鈴木博和委員長：財団
理事・常議員）が会合を重ね、神戸ＹＭＣＡの中長期の方向性をまとめたも
ので、「GOAL2011」の後を受けたグランドデザインとなります。「私たちの
使命」は「すべての『いのち』が光り輝くように」とあらゆる生命の輝きを
求めます。事業はウエルネス・学校教育・国際活動に加え、子育て支援と高
齢者支援にフォーカスが当たります。財団法人、学校法人、社会福祉法人に
は神戸ＹＭＣＡ総体として次代の課題に即応するためのより強い連携が求め
られていきます。三宮会館の抜本的なリニューアルも検討が必要とされてい
ます。今後、単年度計画への取り組みや検討チームの編成などを通して具体
化されていきます。厳しい社会環境の中で使命を果たし、地域と共に歩む神
戸ＹＭＣＡであるためにビジョンに沿った変革がスタートしようとしています。

神戸ＹＭＣＡネクストビジョン、答申

　

い
よ
い
よ
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
２
５
年
を
一
つ
の
節
目
と
と
ら
え
、
活
動
の
原
点
を
振
り
返
り
、

未
来
を
共
に
考
え
る
年
に
し
た
い
と
考
え
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
１
２
５
周
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
２

つ
の
お
願
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
今
年
度
計
画
し
て
い
る
記
念
式
典
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー

ム
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
運
営
に
積
極
的
に
ご
参
画
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
れ
ら
記
念
事
業
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
関
わ
る
会
員
、
レ
イ

パ
ー
ソ
ン
、
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
が
協
働
し
結
束
を
固
め

る
た
め
に
備
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
原
動
力
は
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
々
の
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
好
き
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
仲
間
が
好
き
」
と
い
う
心
の
結
集
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
急
速
に
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ

ず
、
未
来
に
向
け
て
、
若
者
と
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
時
代
に
あ
っ

た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
を
発
展
し
継
続
す
る
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
好
き
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
仲
間
が
好
き
」
を
強
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
２
５
周
年
記
念
シ
ャ
ツ
に
身
を

包
み
、
歴
史
を
振
り
返
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
主
題
と
し
た
音
楽
を
創
り

上
げ
な
が
ら
、
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
１
２
５
周
年
中
に
、
み
な
さ
ん
の
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
て
く
だ

さ
い
。
１
２
５
年
を
振
り
返
る
機
会
は
こ
の
よ
う
な
節
目
で
な
け

れ
ば
な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
２
５
年

の
間
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
特
に
１
９
４
５
年
の
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
活
動
の
抑
圧
と
６
月

５
日
の
神
戸
大
空
襲
で
大
切
な
会
館
を
焼
失
し
た
こ
と
は
大
き
な
打

撃
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
心
底
愛
し
た
会
員
主
事

達
に
よ
っ
て
不
死
鳥
の
よ
う
に
蘇
り
ま
す
。
神
戸
教
会
の
地
下
一
階

を
仮
事
務
所
と
し
て
お
借
り
し
、
打
撃
か
ら
４
カ
月
足
ら
ず
の
10
月

28
日
に
は
戦
後
初
の
理
事
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
１
年
足

ら
ず
の
内
に
教
育
事
業
や
文
化
事
業
を
立
ち
上
げ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
会
員
主
事
達
は
資
金
づ
く
り
の
た
め
涙
ぐ
ま

し
い
「
努
力
と
結
束
」
し
た
と
あ
り
ま
す
。
未
来
を
考
え
る
に
は
、

歴
史
を
知
り
、
時
代
と
共
に
変
化
す
る
も
の
、
時
代
の
影
響
を
受
け

ず
礎
と
な
る
も
の
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
記
念
事
業
実

行
委
員
会
で
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
と
活
動
を
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
や
、
１
０
０
年
史
に
綴
れ
な
か
っ
た
注
目
す
べ

き
活
動
を
掘
り
起
し
、
今
日
ま
で
の
足
跡
の
証
言
集
の
整
備
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
資
料
を
活
用
し
、
リ
ー
ダ
ー
会
、
ワ
イ
ズ
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
保
護
者
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
活
動
単
位
、
あ
る
い

は
個
人
で
歴
史
を
振
り
返
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
２
５
周
年
に
つ
い
て
思
う
こ
と

『
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
１
２
５
周
年
に
あ
た
り
』
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神
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神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
１
２
５
周
年
事
業
実
行
委
員
長
）

　神戸ＹＭＣＡに縁ある方々が、財団法人兵庫県体育協会特別体育功労
賞を受賞されました。

鍬 方 志 郎さん（兵庫県セーリング連盟）神戸ＹＭＣＡ名誉会員
奥 村 　 孝さん（兵庫県なぎなた協会）神戸ＹＭＣＡ維持会員・顧問弁護士
山 口 　 徹さん（ 兵庫県バスケットボール協会）神戸ＹＭＣＡ名誉主事・前総主事

　2010年度ＹＭＣＡセミナー（ミッション委員会主催）が11月27日（土）、
賀川記念館天国屋カフェとイエス団の協力を得て開催されました。テーマ
は「みんなでホッとしませんか？」。赤井朱美さん（神戸親和女子大学准
教授）の基調講演を受け、世の中で「痛み」を抱えている方たちの痛みを
共有する「サファリングボディ」というワークを行いました。模造紙の上
に寝転び、痛みを抱える人を表現するところから始まりました。上内鏡子
さん（神戸イエス団教会牧師）の導きで、肉体的、精神的、社会的な側面
から「痛み」を捉え、それぞれの気持ちや考え方がつながるようになりま
した。痛みを感じるだけでなく、なぜ？どうして？という疑問を大切にし
ながら、痛みを抱える人に、私たちは何ができるだろうかと思いをめぐら
すセミナーとなりました。「みんなでホッとする」
テーマの中で、隣人の痛みを感じる感性を自分の
中に確かめることもできたのではないでしょうか。
天国屋カフェのおいしいケーキとコーヒーで、心
も体も「ホッ」とすることができました。

ＹＭＣＡセミナー開催

　神戸ＹＭＣＡ学生ボランティアリーダーのＯＢＯＧが
集い、新神戸～市ヶ原でハイキングと野外料理を行いま
した（11／20）。「若い力がひかり輝くために、ユース
世代のリーダーＯＢＯＧの帰る場所作り」をスローガン
にユース委員会を母体に企画されました。２回目となっ
た今回は、余島、三宮、須磨、西神戸、西宮、沼島とい

う多彩なＯＢＯＧ10名と家族に委員・職員を合わせて14名が参加しました。前
日まで危ぶまれた天候が嘘のように、空は晴れ上がり絶好の野外活動日和！　集合
時（新神戸駅）の緊張感も、出発すれば現役に戻って笑顔があふれ、参加最年少者
（３歳）も元気いっぱい、往復をほぼ一人で歩き切りました。カレーやシチューを、
かまど作りから出来上がりまで１時間という手際の良さは圧巻！　お互いのスキル
に驚き、思い出話や裏話で盛り上がり、初顔合わせもあっと
いう間に旧知の仲。本当に楽しい時間を持つことができまし
た。ＯＢＯＧ代表３名の、企画から参加呼びかけまで多くの
お手伝いで開催することができました。継続して企画する予
定です。ＯＢＯＧの皆さん、ぜひご参加くださいね。

第２回　ユースОＢОＧイベント

ハイキングと野外料理

≪　お　詫　び　≫
　去る11月３日に行われました第13回神戸ＹＭＣＡチャリティーランへ
多数のご参加とご協賛を賜りありがとうございました。当日参加者に
お配りしたパンフレットに、ご協賛いただいた企業、団体、個人のお名
前が漏れていたことにつきまして謹んで深くお詫び申し上げます。

第13回　神戸YMCAチャリティーラン　ご協賛　（敬称略、順不同）

三菱商事株式会社
キャセイパシフィック航空会社
アメアスポーツジャパン株式会社
花王株式会社
ネスレ日本株式会社
プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社
株式会社伊藤園
株式会社神戸凮月堂
タムラ活性株式会社
ゴンチャロフ製菓株式会社
六甲バター株式会社
エム・シーシー食品株式会社
株式会社Ｊ・Ｍ・Ｓ
ジェム・パール・ツツミ
小倉サンダイン株式会社
サンヨー環境株式会社
株式会社シミズテック
株式会社サンビルダー
株式会社サンケイビルメンテナンス
東光碍子株式会社
株式会社日本テクノサービス
有限会社わかばやし印刷
株式会社毛利マーク
菱三印刷株式会社
六甲山ＹＭＣＡ
ホテル竹園芦屋
神戸ポートピアホテル
ﾎﾃﾙ ﾗ･ｽｲｰﾄ神戸ﾊｰﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ
ホテルプラザ神戸
神戸東急イン
ホテルオークラ神戸
グリーンヒルホテル神戸
ホテル「ホップイン」アミング
ホテル・シーショア御津岬
ウェスティンホテル淡路
ｼｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ 舞子ビラ神戸
ルネッサンスリゾートナルト
ホテルラフォーレ琵琶湖
ホテル・リマーニ
芦屋ロータリークラブ
余島野外活動センター
神戸ワイズメンズクラブ
西宮ワイズメンズクラブ
神戸西ワイズメンズクラブ
神戸ポートワイズメンズクラブ
宝塚ワイズメンズクラブ

さんだワイズメンズクラブ
神戸学園都市ワイズメンズクラブ
芦屋ワイズメンズクラブ
ワイズメンズクラブ国際協会西日本区六甲部
ＹＭＣＡ国際賛助会
橋　本　和　子
下　村　信　雄
宮　田　満　雄
郡　　　美恵子
椋　田　陽　子
大　野　　　勉
長　内　建　佑
鈴　木　誠　也
辻　重　ルリ子
岡　田　佑一郎
小　野　勅　紘
富　川　直　彦
木　村　暁　美
広　瀬　一　雄
長　井　慎　吾
京　極　美栄子
熊　谷　郁　子
出雲谷　　　剛
井　出　　　浩
佐　藤　典　子
大　田　厚三郎
山　崎　征　夫
山　田　滋　己
神　谷　尚　孝
山　口　　　徹
林　　　健　夫
美　崎　　　晋
佃　　　治　子
河　合　睦　文
名　田　敦　子
吉　本　貞一郎
遠　藤　道　寛
藤　川　　　洋
坂　井　　　繁
堀　江　　　宏
高　瀬　稔　彦
太　田　美智代
桑　田　隆　明
仁　科　保　雄
岡　山　泰　典
中　原　一　晃

平　野　実　郎
鵜丹谷　　　剛
杉　浦　眞喜子
岡　本　尚　男
浅　岡　徹　夫
新　山　兼　司
大　槻　信　二
安　田　博　彦
阪　本　伸　彦
川　崎　孝　子
藤　井　久　子
大　津　善　旦
山　本　洋　子
新　田　展　子
森　本　通　朗
青　柳　美知子
陰　山　未　紗
清　水　彬　久
佐　野　　　睦
浜　瀬　英　彦
浜　瀬　眞知子
大　塚　章　信
大　塚　敏　子
牧　田　　　稔
羽　太　英　樹
吉　岡　浩　一
堀　江　哲　次
柏　原　佳　子
桑　野　友　子
渡　辺　倫　子
飯　田　義　雄
島　田　　　恒
上　野　恭　男
加輪上　敏　彦
都　筑　省　三
松　本　康　嗣
座古谷　光　夫
澤　田　賢　司
為　広　かね子
多　胡　葉　子
舘　　　忠　之
丹　家　元　陽
森　　　紘　一
加　茂　周　治
山　本　常　雄
水　野　雄　二

おめでとうございます
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神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
国
際
協
力
募
金

運
動
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
タ

イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
協
力

の
も
と
、
１
９
８
４
年
よ
り
タ
イ
北
部

農
村
で
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
日
本
か
ら
約

４
０
０
名
の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
タ
イ
へ
渡

り
、
職
業
訓
練
所
、
保
育
所
、
水
道
供

給
設
備
、
植
林
、
橋
、
図
書
館
等
を
建

設
し
て
き
ま
し
た
。
村
で
は
タ
イ
の

青
年
と
と
も
に
農
村
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
寝
食
を
と
も
に

し
つ
つ
人
と
人
と
の
出
会
い
、
交
流
を
最
も
重
要
な
基
盤
と

し
て
互
い
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
学
び
合
い
、
と
も
に
働

き
ま
す
。
２
０
０
３
年
度
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
と
ラ
オ
ス
の
青
年
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
際

キ
ャ
ン
プ
と
し
て
の
広
が
り
も
で
て
き
ま
し
た
。
昨
年
３
月

は
10
名
の
日
本
人
キ
ャ
ン
パ
ー
が
タ
イ
北
部
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
境
の
メ
ー
ホ
ン
ソ
ン
県
の
村
で
、
広
汎
性
発
達
障
が
い
児

の
た
め
の
ト
イ
レ
つ
き
学
習
室
を
建
設
し
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
環
境
で
の
生
活
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
豊
か
な
経
験
を

得
ま
し
た
。
帰
国
後
、
キ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
は
そ
の
貴
重
な
経

験
を
多
く
の
人
た
ち
に
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
と
願
っ
て
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

の
報
告
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
国

際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
運
営
、
ま
た
、
兵
庫
県
内
の
中
学
校

や
小
学
校
で
も
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
を
通
し
て
、「
平

和
っ
て
な
に
？
」「
平
和
の
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
っ

て
な
に
？
」
と
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
訪
問
先

に
は
、
昨
冬
に
被
災
地
児
童
招
待
キ
ャ
ン
プ
で
一
緒
に
過
ご

し
た
佐
用
町
の
小
学
校
も
あ
り
ま
す
。
成
長
し
た
子
ど
も
た

ち
と
再
会
を
喜
び
、
と
も
に
悩
み
な
が
ら
、
ま
た
、
気
づ
か

さ
れ
な
が
ら
大
切
な
こ
と
を
学
び
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
、

第
28
回
タ
イ
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
参
加

者
募
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
新

た
な
キ
ャ
ン
パ
ー
が
タ
イ
北
部
農
村
の

村
を
訪
問
し
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。

※ 

こ
の
タ
イ
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
「
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
国
際
協
力
募
金
」
及
び
「
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
西
日
本
区
六
甲
部
各
ク
ラ
ブ
」

の
支
援
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　

こ
く
さ
い
の
ま
ど 

⑰

　

１
９
７
５
年
、
須
磨
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

（
当
時
は
高
倉
台
ブ
ラ
ン
チ
）
に

学
童
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
ま

し
た
。
仕
事
を
持
つ
お
母
さ
ん
た

ち
が
協
力
し
、
併
設
す
る
神
戸
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
ち
と
せ
幼
稚
園
の
園
庭
に

廃
車
に
な
っ
た
園
児
送
迎
バ
ス
を

置
い
て
改
造
、
活
動
拠
点
に
し
ま

し
た
。
当
初
数
名
し
か
い
な
か
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
、
今
で
は
60
名
以

上
の
大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
童
の
子
ど
も
た
ち
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
は
「
学
童
ク
リ
ス
マ

ス
会
」
で
す
。
た
だ
し
普
通
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
は
少
し
趣
向
が
違
い
ま

す
。「
い
つ
も
僕
た
ち
私
た
ち
の
世
話
を
し
な
が
ら
一
生
懸
命
お
仕
事
を

頑
張
っ
て
い
る
家
族
の
み
ん
な
に
何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
よ
う
！
」「
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
ね
！
」

「
発
表
を
し
て
見
て
も
ら
お
う
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
約
10
年
前
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
「
１
年
間
の
集
大
成
」
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

得
意
な
こ
と
や
挑
戦
し
た
い
事
を
決
め
、
数
ヶ
月
前
か
ら
練
習
を
重
ね
て

発
表
し
ま
す
。
目
標
が
大
き
す
ぎ
て
「
出
来
な
い
」
と
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
、
一
緒
に
し
て
い
る
お
友
だ
ち
と
、
進
め
方
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
、

取
り
組
み
の
「
温
度
差
」
で
け
ん
か
を
し
た
り
と
、
様
々
な
ド
ラ
マ
や
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
目
標
に
向
か
っ
て
、
気
持
ち
を
分
か
り
合

い
、
折
り
合
い
を
つ
け
、
支
え
合
っ
て
当
日
を
迎
え
ま
す
。

　

「
ド
キ
ド
キ
す
る
。
出
来
る
か
な
？　

失
敗
せ
え
へ
ん
か
な
？
」
と
当

日
は
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
達
成
感
は
子
ど
も
の
自
信
に
な
り
ま

す
。
で
も
、
リ
ー
ダ
ー
が
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
な
い
と

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
行
き
着
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
１
人
１
人
を
大
切

に
、
丁
寧
に
関
わ
っ
て
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
時
期
で
す
。
そ

し
て
、
目
に
見
え
な
い
「
心
の
部
分
」
を
話
し
合
う
機
会
が
と
て
も
多
い

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
乗
り
越
え
た
３
学
期
は
、
穏
や
か
で
子
ど
も
た
ち
が

自
分
た
ち
で
気
持
ち
よ
く
遊
べ
る
ご
褒
美
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ

感
が
一
杯
の
須
磨
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
学
童
保
育
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

〜 

あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声 

〜

学
童
保
育
の
現
場
か
ら

 

（
須
磨
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）　

【
第
28
回
タ
イ
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
】

　

日　
　

程
： 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

 

〜
３
月
24
日
（
木
）

　

対　
　

象
： 

テ
ー
マ
に
関
心
を
持
ち
、
ワ
ー
ク
可
能
な

　
　
　
　
　
　

18
才
以
上
の
方

　

問
合
せ
先
： 

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
・
奉
仕
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

℡
０
７
８

－

２
４
１

－

７
２
０
４

クリスマス会の練習

豊中市の中学校

佐用町の小学校

　

１
９
５
０
年
に
余
島
で
キ
ャ
ン
プ

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
60
年
を
記
念

し
た
礼
拝
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
（
11
／
13
）。
日
本
基
督
教
団
神

戸
教
会
に
約
２
０
０
名
が
集
ま
り
、

60
年
前
に
余
島
を
見
つ
け
出
し
た
今

井
鎮
雄
氏
（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
顧
問
）

に
「
種
を
蒔
く
人
」
と
題
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。
余
島
は
人

が
出
会
い
、
育
つ
場
で
あ
り
、
次
の

指
導
者
を
育
て
て
い
く
場
で
あ
り
、

そ
れ
が
連
綿
と
営
ま
れ
る
中
で
多
く

の
人
が
関
わ
り
続
け
て
き
た
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
一
時
と
な
り
ま
し

た
。
礼
拝
の
後
、
大
森
健
蔵
様
、
中

山
豊
美
様
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
様
に
、
こ
れ
ま

で
の
お
支
え
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
60
年
の
歩
み
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
を
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
強
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

余　

島　
　
　
　
　
　

創
立
60
周
年
記
念
礼
拝

　

11
月
20
日
（
土
）
に
西
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
幼
稚
園
・

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
西
神
南
セ
ン
タ
ー
の
第
12
回
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

バ
ザ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
保
護
者
に
よ
る

店
舗
を
中
心
に
、
卒
園
児
と
保
護
者
、
西
神
戸
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー
、
学
園
都
市
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
ダ
ー
な
ど
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ

ま
し
た
。
暖
か
な
天
候

に
恵
ま
れ
て
来
場
者
は

１
、５
０
０
人
以
上
で
し

た
。
益
金
は
国
際
協
力

募
金
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

１
２
５
周
年
記
念
協
賛

金
、
園
児
活
動
補
助
な
ど

に
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

西
神
戸
Ｙ
幼
稚
園
バ
ザ
ー

　

地
下
鉄
学
園
都
市
駅
か
ら
徒
歩
３
分
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

保
育
園
の
前
に
あ
る
「
太
山
寺
児
童
館
」
は
、
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０
６
年
４
月
か
ら
神
戸
市
の
委
託

を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
児
童
館
で
す
。

　

太
山
寺
児
童
館
の
あ
る
学
園
都
市
地
域
は
乳
幼
児

の
数
が
多
く
、
朝
は
親
子
の
プ
レ
イ
ク
ラ
ブ
、
午
後

は
学
童
保
育
が
活
動
の
中
心
で
す
。
直
ぐ
近
く
の
西

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
学
童
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

児
童
館
に
は
、
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
小
学
１
〜

３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
学
校
か
ら
帰
っ
て
き

ま
す
。
地
域
と
共
に

子
ど
も
の
育
ち
を
支

え
る
児
童
館
、
ぜ
ひ

一
度
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　

h
ttp
://w

w
w
.

e
o
n
e
t.n

e
.jp

/
~
taisanji-jidokan/
index.htm

で
詳
細
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

 

地
域
と
共
に

　

〜
神
戸
市
立
太
山
寺
児
童
館
〜



NO. ６０６６０６ ２０１１ １ １１１ １ １年１年年年年 １１１１ １日発行行行行行行行月月月月月月月月月月月月月１日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行日発行　　（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）ＫＯＢＥ　ＹＭＣＡ　ＮＥＷＳ

☎078（793）7401
☎078（793）7402
☎078（993）1560
☎078（734）0183
☎078（794）3901
☎0798（35）5992
☎078（792）1011
☎078（732）3542
☎078（997）7705

ウエルネスセンター学園都市
西神戸ＹＭＣＡ
西神南センター
須磨ＹＭＣＡ
ＹＭＣＡ保育園
西宮ＹＭＣＡ保育園
西神戸ＹＭＣＡ保育園
ＹＭＣＡちとせ幼稚園
西神戸ＹＭＣＡ幼稚園

ウエルネスセンター三宮

ＹＭＣＡホームヘルパーの事務所

ランゲージセンター

専門学校

西宮ＹＭＣＡ

三田センター

余島野外活動センター

国際・奉仕センター

☎078（241）7202

☎078（241）7237

☎078（241）7204

☎078（241）7203

☎0798（35）5987

☎079（559）0075

☎0879（62）2241

☎078（241）7204

Photo TopicsP s

★★ 個人消息　★ ★

トクリスマスカ ドコンテストトクリスマスカ ドコンテストクリスマスカ ドコンテストクク カ トトトト
○点の応募作品が集まり、どれも個性あふれるすてきな作品ばかりでした。
　2010年12月13日（月）～ 25日（土）の期間、神戸ＹＭＣＡウエルネス三宮１階にて
掲示されました。次のみなさんが入賞されました。

毎年恒例の余島無料開放（小豆島の家族が対象）。
大人24名、小人41名が来島、気持ちの良い秋風の余島で
至福のひと時を過ごしました。

神鉄花山駅から双子山、摩耶山、阪急六甲駅まで、登山
中級者向きのコースを歩きました。
少し厳しいコースでしたが、秋の澄んだ空気の中、美し
い景色を楽しみました。

11／７（日） 青成ハイキング10／11（月・祝） 余島　秋のファミリーデイ
０歳からおばあちゃんまで100名以上が参加し、森林植
物園で『紅葉のアートウォークラリー』を行いました。
紅葉の森を楽しく散策し、拾った落ち葉で貼り絵を作り
ました。各ファミリー個性的な作品ができました。

11／23（火） ヘルシーキッズ＆ファミリーデイ

ジムナスティックス初中級・中上級参加者が日頃の練習
の成果を発表しました。練習とは違った緊張感の中、て
つぼう、とび箱、マットを披露しました。
綱ひきやゲーム大会もみんな元気に楽しみました。

11／14（日） 三宮ＹＭＣＡ体操交流会
第28回全国スポーツ祭典ミックスバレーボール大会（神
奈川県小田原アリーナ）に、神戸ＹＭＣＡバレーボール
クラブが２年連続14名で出場しました。
32チーム中ベスト８の成績を収めました。

11／27（土）～28（日） バレーボールクラブ全国大会出場

【ご出産】おめでとうございます。
　10/2 足立　実希さん（西宮ＹＭＣＡ保育園）ご長男　蒼典くん　　　　
　10/6 中塩屋　あゆみさん（西神戸ＹＭＣＡ保育園）

ご長男　太樹（たいき）くん
【ご逝去】謹んでお悔やみ申し上げます。
　10/12 太田　直樹さん（社会福祉法人光朔会出向）ご尊父様

　11/3 故　伊地知　睦夫　様（神戸ＹＭＣＡ名誉会員、西宮ワイズメン）
ご令息様

　11/17 藤田　良祐さん（ＣＳＣ県立文化体育館）ご祖母様
　12/3 村松　佳美さん（西神戸ＹＭＣＡ幼稚園）ご尊父様
【退職】おつかれさまでした。
　10/31 森谷　太さん（三宮ブランチ職員）

最 優 秀 賞

優　秀　賞

ＹＭＣＡ賞

メネット賞

ワイズメンズクラブ賞

（幼児の部） 山口 陽名利

（小学生の部）庄司 優香

（幼児の部） 中出 　凛　　　滝照 　　菫

（小学生の部）酒井 順一郎　　田中 　英翔

　松永 俊亮

　木下 星名

　熊渕 貴大　　ブ賞

幼児の部　最優秀賞

小学生の部　最優秀賞


